
会議結果の公表

附属機関等の名称 沖縄県立図書館協議会

日　時 令和６年３月１日（金）～令和６年３月２７日（水）

場　所 書面による開催

出席委員名
山口真也委員（会長）、金城伸子委員、上原千秋委員、安藤由美委員、田端
一正委員、奥平知恵美委員、松前英行委員、吉村聡子委員、呉屋美奈子委員
（９名）

議題及び報告事項 報告事項１　令和６年度当初予算案の概要報告
報告事項２　令和６年度沖縄県立図書館重点取組事項について

会議の概要 報告事項について、書面による質疑応答及び意見聴取を行った。
委員からの質疑及び意見等については別紙のとおり。

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理由

所管課等 沖縄県立図書館

問い合わせ先 総務班　担当　大城・亀川
電話　098-894-5858

備　考



別紙 1/2

会議結果の公表

附属機関等の名称 沖縄県立図書館協議会

日　時 令和６年３月１日（金）～令和６年３月２７日（水）

場　所 書面による開催

報告事項１　令和６年度当初予算案の概要報告
 ○離島読書活動充実事業の図書購入費用(電子書籍を含む)がかなり減額されている
が、移動図書館や一括貸出といった支援事業に影響は生じないか。
〈回答〉資料費が減となった理由は、人件費高騰のため他予算へ振り分けたことによる。
　　　　 減額分をカバーするための対応の検討が必要と考えている。

〇離島読書活動充実事業で公共図書館未設置自治体の学校図書館に対してどのような
支援を行っているか。
〈回答〉図書館未設置町村の学校図書館を訪問し、学校図書館等の職員からの相談受
　　　　 付、参考となる情報を提供する等の支援を行っている。また、一括貸出や離
　　　　 島によっては学校図書館が島の「読書活動の拠点」として機能している島も
　　　　 あるので、島民からのリクエスト本を県立図書館が郵送している。

〇離島読書活動支援事業の中の「移動図書館開催旅費等」の△39.2％の削減がみられ
るが、削減後の代替案があるのか。または、その他の予算などで対応するのか。
〈回答〉図書館未設置離島町村における読書環境の充実を図るためには、当該町村におけ
　　　　 る将来的な図書館設置を見据えた主体的な図書館運営が重要であると考えている
　　　　 ため、移動図書館の費用を「一括貸出」の費用（送料）へ予算の配分比率をシフ
　　　　 トしている。そのため、離島によって2回の移動図書館が1回に減っているが、全ての
　　　　 図書館未設置離島町村を年１回以上必ず訪問する計画となっている。

報告事項２　令和６年度沖縄県立図書館重点取組事項について
〇本県は小規模自治体の図書館未設置率が77％と髙く、県立図書館としての一括貸し
出しや移動図書館などの支援は大きな意味を持つ。その一方、小規模市町村の財政状況
も厳しく、新たに市町村立図書館を設置するようなことは厳しく現実的でない。そのため、既
存の学校図書館を地域住民に開いていくような取り組みはできないか。
〈回答〉公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準：文部科学省告示第百三十二
　　　　 号」には「 市町村は、住民に対して適切な図書館サービスを行うことができるよう、公
　　　　 立図書館の設置に努める」と記載されており町村が主体的に設置するものと考えてい
　　　　 る。そのため、県立図書館は補助金等を活用し図書館機能を有する施設を設置し
　　　　 た離島町村の事例紹介、学校図書館が島の読書活動拠点になっている事例紹介
　　　　 等、島の実情に沿った読書支援を行っていきたいと考えている。

〇情報システムの適切な運用・管理は図書館サービスの向上に重要な取り組みであると考
える。同時に、個人情報等の管理や安定的な運用も重要だと考える。「図書館情報システ
ム管理整備事業」に、情報流出防止やサイバー攻撃から守るシステム等に関する予算も含
まれているか。
〈回答〉システム構築業者選定にあたり、技術審査会や選定委員会において、セキュリティに
　　　　関して特に厳しく審査を実施した。個人情報やバックアップデータについてもシステム内
　　　　で外部ネットワークと切り離して運用することで、流出防止やサイバー攻撃に対応して
　　　　いる。また、運用保守委託にセキュリティやウィルスへの対応も含まれている。

会議の概要
（委員からの質疑等）
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附属機関等の名称 沖縄県立図書館協議会

日　時 令和６年３月１日（金）～令和６年３月２７日（水）

場　所 書面による開催

会議の概要
（委員からの質疑等）

〇図書館情報システムの更新に伴う新サービスの確実な展開内の自習室web予約システ
ムの活用について、使用時間の制限や当日予約なしで使用できる自習室の確保は行うの
か。また、web予約したが使用していない場合の対応などは、対処できるのか。
〈回答〉①自主学習席については、１回３時間まで予約でき、次の予約がなければ引き続
　　　　　　き延長して利用できる。１日あたりの使用時間に制限は設けていないが、全席を
　　　　　　予約対象席としている。
　　　　 ②利用カードをお持ちでない方等Web予約が難しい方については、カウンターで予約
　　　　　　を行っている。
　　　　 ③Web予約したが、館内の専用端末でチェックインしない場合は、開始時間15分
　　　　　　後に予約が解除される。
　　　　 ④運用開始後間もない状況だが、現時点では、上記事項について、混乱等は生じ
　　　　　　ていない。

＜委員意見＞
〇離島での読書活動を支える資料費が減少するという点はやはり気がかりのため、今後もこ
うした傾向が続くようであれば、協議会として対応を協力していきたい。

〇前回の協議会での話し合いをふまえて、重点取組事項がまとめられている。

〇取組事項の表記方法として、｢沖縄県立図書館運営方針｣の４つの目標や施策１～
18と関連付けた表記にすると、よりわかりやすくなるのではないか。

〇利用者が安心して、より便利に使えるための図書館サービスをめざし、図書館業務を支え
る情報システムの運用・管理をお願いします。


